
別表２　殺菌剤の作用機作による分類　 作用機構 グループ名 有効成分名 商品名（例）4 ＰＡ殺菌剤（フェニルアミド） タラキシル リドミル31 カルボン酸 オキソリニック 酸 スターナベノミル ベンレートチオファネートメチル トップジンM10 N-フェニルカーバメート ジエトフェンカルブ スミブレンド、ゲッター、プライアの成分フルトラニル モンカットチフルザミド グレータムフラメトピル リンバーペンチオピラド アフェット、フルーツセイボスカリド カンタスアゾキシストロビン アミスターピラクロストロビン ナリア、シグナムの一部クレソキスルメチル ストロビーメトミノストロビン オリブライト、イモチエースオリサストロビン 嵐ファモキサドン ホライズンの成分ピリベンカルブ ファンタジスタＱｉＩ剤（Ｑｉ阻害剤） シアゾファミド ランマンアミスルブロム ライメイ、オラクル9 ＡＰ殺菌剤（アニリノピリミジン） メパニピリム フルピカ24 ヘキソピラノシル抗生物質 カスガマイシン カスミン25 グルコピラノシル抗生物質 ストレプトマイシン ストマイ、マイシン41 テトラサイクリン抗生物質 オキシテトラサイクリン マイコシールド12 ＰＰ殺菌剤（フェニルピノール） フルジオキソニル セイビアーイプロジオン ロブラールプロシミドン スミレックス14 Ｆ：脂質および細胞膜生合成 ＡＨ殺菌剤（芳香族炭化水素） トルクロホスメチル リゾレックストリホリン サプロールフェナリモル ルビゲントリフルミゾール トリフミンジフェノコナゾール スコアヘキサコナゾール アンビルイプロコナゾール テクリードミクロブタニル ラリープロピコナゾール チルトフェンヘキサミド パスワードフェンピラザミン ピクシオ26 グルコピラノシル抗生物質 バリダマシシン バリダシン19 ポリオキシン ポリオキシン ポリオキシンベンチアバリカルブイソプロピル プロポーズ、ベトファイターの成分マンジプロパミド レーバス16.1 MBI-R ピロキロン コラトップカルロパミド ウィンジクロシメット デラウスプロピオンアミド アチーブＩ：細胞壁のメラニン生合成 MBI-D16.2

ＤＭＩ殺菌剤（脱メチル化阻害剤）（ＳＢＩ：クラスⅠ）
3
3 （ＳＢＩ：クラスⅢ）17 Ｈ：細胞壁生合成 CAA殺菌剤（カルボン酸アミド）40

A:核酸合成Ｂ： 有糸核分裂と細胞分裂 MBC殺菌剤（ メチルベンゾイミダゾールカ ーバメート)1
Ｃ：呼吸

ＳＤＨＩ（コハク酸脱水素酵素阻害剤）7
ＱｏＩ剤（Ｑｏ阻害剤）1121 Ｄ：アミノ酸および蛋白質生合成Ｅ：シグナル伝達 ジカルボキシイミド2

Ｇ：細胞膜のステロール生合成



　 作用機構 グループ名 有効成分名 商品名（例）P2 ベンゾイソチアゾール プロベナゾール オリゼメートチアジアゾールカルボキサミド チアジニル ブイゲットイソチアゾールカルビキサミド イソチアニル スタウト、ルーチン33 ホスホナート ホセチル アリエッティ36 ベンゼンスルホン酸 フルスルファミド ネビジン、ネビリュウU6 フェニルアセトアミド シフルフェナミド パンチョTFの成分U8 アリルフェニルケトン ピリオフェノン プロパティU13 チアゾリジン フルチアニル ガッテンU14 ピリミジノンヒドラゾン フェリムゾン ブラシンの成分NC 未分類 種々 マシン油、炭酸水素ナトリウムM1 銅 コサイド3000などM2 硫黄 イオウなどマンゼブ ジマンダイセン、ペンコゼブプロピネブ アントラコールチウラム チウラムM4 フタルイミド キャプタン オーソサイドM5 クロロニトリル（フタロニトリ ＴＰＮ ダコニールイミノクタジン酢酸塩 ベフランイミノクタジンアルベシル酸塩 ベルクートM9 キノン（アントラキノン） ジチアノン デランM10 キノキサリン キノキサリン系 モレスタンM7

Ｐ：宿主植物抵抗性誘導P3
Ｕ：作用機作不明
Ｍ：多作用点接触活性

無機化合物ジチオカーバメートM3
グアニジン （FRACコードリストより抜粋・改変）


